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■ 不定冠詞”a(an)”と数の概念

1) 「数の概念」は、日本語よりも英語の方が明確である。通常、英文クレームでは、構成要素は単数形で記載される。

2)一般に、不定冠詞“ a(an) ”は “one or more” と単数・複数の両方で解釈されるが、明細書全体が複数形を示唆していない場合には単数で解釈した判例が存在する。

3) 実務者は、法律文書でもある明細書（又は、契約書等）を作成する際に、特に、日英の言語構造の違いに留意することが望まれる。

a)構成要素の数が限定解釈されないよう実施形態を記載する。

b)クレーム間でも数の概念を整合させる。例えば、ある構成要素（部材A）を、独立クレームでは単数形により、従属クレームでは複数形により表現する場合には、

 独立クレームにおいて“少なくとも１つの部材A” 、従属項において“上記少なくとも１つの部材Ａは、複数の部材Ａを含み、”と記載する。 

c) 「数の概念」がより明確な英語を意識して基礎出願を作成することで、第二国出願時に意図せぬ解釈および誤訳の発生を防止することができる。

Ex:  In KCJ Corp. v. Kinetic Concepts, Inc, 223 F.3d 1351 (Fed.Cir.2000) 

   an indefinite article “a” or “an” in patent parlance carries the meaning of “one or more” in open-ended claims containing the transitional phrase   

   comprising.” … Unless the claim is specific as to the number of elements, the article “a” receives a singular interpretation only in rare circumstances 

   when the patentee evinces a clear intent to so limit the article.  
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